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１．開催概要
　名　称：全国焼き芋サミット
　日　時：�2026年１月16日（金）11:00～

17:20
　会　場：�茨城県鹿行生涯学習センターレ

イクエコー
　主　催：�全国焼き芋サミットinなめが

た実行委員会、行方市
　共　催：�行方市さつまいも課、なめがた

ブランド戦略会議、なめがたし

おさい農業協同組合、株式会社
なめがたしろはとファーム

　目　的：�全国のサツマイモ生産者、研究
者、出荷団体、流通事業者、全
国の焼き芋関係者、愛好家が一
堂に会し、焼き芋産業が直面す
る課題の共有と、焼き芋文化の
更なる発展に向けた知見の交換
を行う。
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さつまいもカンパニー株式会社 代表取締役

全国焼き芋サミットinなめがた2026レポート
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２．�事例紹介：茨城県におけるサツマイモ
生産の現状と展望

　渡邊農業技術士事務所の渡邊健氏より、
国内の主要サツマイモ産地である茨城県の
現状と技術的課題が報告された。
はじめに、高品質な焼き芋を安定的に提供
するためには、原料となるサツマイモの「高
品質かつ安定的な生産」が不可欠であるこ
とが強調された。現在、茨城県のサツマイ
モ生産は大きな転換期にあり、特に病害虫
への対策が喫緊の課題となっているとの認
識が示された。
　茨城県の生産現状については、かつては

「ベニアズマ」や「タマユタカ」が中心であっ
たが、現在は青果用・加工用の両方に適し
た「べにはるか」が主流となり、県内の作
付面積の約8割を占めるに至っている。一
方で、長年の連作による土壌病害虫の発生
や、不適切な貯蔵管理に起因する腐敗、さ
らには地力の低下などが顕在化している。
高品質な生産を阻害する具体的な要因とし
ては、サツマイモ基腐病、立枯病やつる割
病といった病害のほか、イノシシやキョン
による鳥獣害が挙げられた。特に、サツマ
イモ基腐病については、農研機構の防除対
策マニュアルに沿った適切な対策をするこ

とで管理可能であることが強調された。
　今後の展望と提言としては、産地間競争
の激化を見据えた差別化の必要性、土づく
りの原点回帰、および病害虫に強く食味に
も優れた「高抵抗性品種」の育成と導入へ
の期待が示された。

３．�基調講演：さつまいも博の主催者から
見える焼き芋の現状とこれから。

　日本最大級のさつまいもイベント「さつ
まいも博」実行委員会・実行委員長の石原
氏より、イベント運営の最前線から見える
焼き芋産業の現状と、未来に向けた展望が
報告された。
　はじめに、さつまいも博の役割について、
２月の冬季開催は熟成された「本番の味」
を楽しむ場であり、8月の夏季開催はスイー
ツや健康・美容面を強調することで「冬の
食べ物」という固定観念を打破し、年間を
通じた消費の平準化を狙うものであるとの
説明があった。
　イベントの立ち上げ当初は、メンバー全
員が業界未経験の「素人」であったが、「素
晴らしい作物を作る生産者が主役となる舞
台を作りたい」という想いを軸に活動を継
続。現在では累計40万人以上を動員する規
模へと成長している。しかし、全国の産地
を直接取材・視察する中で、表層的なプロ
モーションだけでは解決できない深刻な構
造的課題も浮き彫りとなっている。具体的
には、生産者の高齢化や担い手不足、生産
コストの高騰、そして「基腐病」をはじめ
とする病害が産地に大きな影を落としてい
る実態が報告された。
　今後の展望として、焼き芋を一過性の

「ブーム」で終わらせず、持続可能な「文化」
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へと昇華させるための指針が示された。そ
のためには、イベントのような非日常の場
だけでなく、家庭料理や日常の軽食として
定着する「日常性」の構築が必要である。
また、準完全栄養食としての健康・美容価
値や地域の歴史といった「社会的意義」を
再定義すること、そして生産者が「かっこ
いい」「稼げる」職業として認知されるよう、
品種や技術の革新を止めないことが重要で
あることが強調された。
　最後に、主催者として今後も生産者と消
費者の橋渡し役となり、さつまいもを日本
の誇るべき文化へと育てるとの決意が語ら
れ、講演を締めくくった。

４．�トークセッション：焼き芋業界のいま、
そしてこれから

　トークセッションでは、研究、生産、流
通、販売の各分野を代表する専門家（渡邊
健氏、渋谷泰正氏（源次郎ポテト渋谷農園）、
箕輪雅里氏（なめがたしおさい農業協同組
合）、よっしー氏（よっしーのお芋屋さん。）、
橋本亜友樹氏（さつまいもカンパニー株式
会社））が登壇し、焼き芋業界の最新トレ
ンドや直面する課題について活発な議論が
交わされた。

　まず、品種と市場の変遷について、2010
年の「べにはるか」登場以降、市場はねっ
とり系の品種が主流であったが、近年は

「しっとり系」や「ほくほく系」の品種も
新たに登場し、消費者の選択肢が広がって
いるとの指摘があった。これを受け、販売
側の戦略として、単に甘さを追求するだけ
でなく、蜜を最大限に引き出す焼き方や、
逆に蜜を閉じ込める焼き方など、独自の技
術で差別化を図り、消費者を飽きさせない
工夫が不可欠であるとの意見が示された。
　セッションの締めくくりとして、焼き芋

（サツマイモ）産業の「10年後のあるべき姿」
について展望が語られた。生産現場の視点
からは、コストを抑えつつ安定した収穫を
可能にする「スーパー病害虫抵抗性品種」
の登場への期待や、品質維持の根幹となる

「地力の向上」の重要性が説かれた。また、
地域振興の観点からは、国内のどの地域に
おいても焼き芋が高い関心を持たれ、生活
に根付いている状況を創出したいとの志が
共有された。
　最後には、各登壇者がそれぞれの立場か
ら未来に向けた決意を新たにし、業界全体
の持続的な発展に向けた力強いメッセージ
とともにセッションを終えた。

５．分科会
　４つの各専門分野に分かれて実施された
分科会では、実務に即した具体的な知見の
共有と活発な議論が登壇者と参加者の双方
向で行われた。

１）生産（栽培・品種・貯蔵等）
　高品質な焼き芋を安定供給するための技
術的課題が議論の核となった。特に「サツ
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マイモ基腐病」は、他の腐敗症状との判別
が困難であるものの、3時間で判定可能な

「ランプ法（LAMP法）」を用いた検出キッ
トの活用が期待されている。また、立枯病
対策としての土壌消毒や、シルクスイート
等で見られる内部空洞症への対応として、
水分管理や収穫時期の調整といった具体的
な栽培管理手法が共有された。

２）焼き芋市場・消費トレンド
　ブームを文化へと定着させるための、市
場構造と消費行動の変化についての考察が
行われた。提供形態の多様化が進み、各店
が独自のスイーツや加工品を持つことで差
別化を図っている現状が報告され、加えて、
従来の市場流通だけでなく、生産者による
直接販売が市場全体の底上げに寄与してい
ることや、フィットネス・ヘルスケア分野
からの新規需要が急増するという最新の市
場動向が示された。

３）地域・観光・体験事業
　サツマイモを通じた地域振興と、戦略的
な広報手法が議論された。大規模な植え付
け体験や外部組織との連携による「非日常
感」の創出が、女性・消費者を産地に引き
寄せる有効な手段として紹介された。マー
ケティングの観点からは、戦略的なキャッ
チコピーの活用や、メディアの到達率を高
めるためにあえてアナログな手法を併用す
る広報戦略の重要性が説かれた。

４）暮らしと仕事、女性の視点
　女性のライフスタイルとサツマイモ産業
の関わり、および新たな付加価値創出につ
いて議論された。育児と農業の両立におけ

る課題共有や、女性・消費者の視点を活か
して従来は規格外とされていた小サイズの
芋を商品化し、成功を収めた事例などが報
告された。加工を通じて芋を無駄なく活用
する六次産業化の視点が、持続可能な経営
と地域社会への貢献に繋がることが再確認
された。

６．サミット宣言
　実行委員長の髙須敏美行方市長が「全国
の産地、生産者や事業者、研究者、焼き芋
愛好家等の皆様・各自治体が一丸となって、
日本のサツマイモ文化、焼き芋文化を日本
のみならず世界に発信していくため、焼き
たての焼き芋のような熱い情熱をもって魅
力を発信していく事」を宣言し、１月16日
を「全国焼き芋サミット記念日」として制
定した。

７．総括・提言
　サツマイモ産業の持続可能性を高めるた
めには、生産現場の病害対策と土づくりと
いう「守り」の側面と、多様な食文化の提
案や新市場開拓という「攻め」の側面を、
産学官および消費者が一体となって推進し
ていく必要がある。今後は、本サミットで
共有された知見を各地域や事業者が持ち帰
り、具体的な行動へと移すことが期待され
る。


